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麻酔科医療における安全性確保のために

古　気 前＊

　2012年6、目，第59回日本麻酔科学会を「今一

度，チーム医療を考える」というテーマで主催さ

せていただきました，麻酔科医療におけるチーム

医療を再度考えてほしい，これからの麻酔科医療

の方向性を考えてほしい，という意味を込めての

開催でした．従来麻酔は始めから終わりまで，麻

酔の準備から患者退室まで一人で完結する，とい

うように教育されてきました．しかし医療安全の

面から考えるとこれほど危険なことはありません．

医療を単独で行うということは，例えば間違った

薬剤を投与した場合，また薬剤は間違っていなく

ても希釈率を間違えていた場合，投与する前にそ

の間違いに気がつかなければそのまま患者に投与

することになってしまい，投与後想定した反応で

はない状況が生じて初めて気づく，というような

事態も起こり得ます．薬剤の種類によっては致命

的な状況も起こります．これを防ぐには，常に慎

重にその都度チェックリストを使って確認する，

バーコードなどの間違いを防ぐシステムを取り入

れる1），複数の医療従事者による確認を行う2），な

どが考えられます．しかし人はいくら気をつけて

もミスをします．しかも一人で医療を行う中で，

間違えないように，間違えないように，という意

識を常に維持することはあまりにもストレスフル

です．またバーコードを使って薬剤名のチェック

を行ったとしても希釈率の間違いに関しては防ぎ

ようがないわけです．ダブルチェックをしても複

数が同じミスをすることもあります．どの方法も

完全ということはあり得ません．複数の方法を組

み合わせて行うことが重要です．しかし最も避け

なければならないのは一人で医療を行いミスする

ことです．私は単独の人間による間違いをなくす

＊奈良県立医科大学附属病院院長

ために，複数の医療従事者による麻酔管理を推奨

してきました．単に安全という意味だけでなく麻

酔科医の業務の中で医師以外の職種ができる業務

が多数あります．その役割を麻酔科医以外に分担

することで麻酔科医の負担を減らすだけでなく安

全にもつながると考えたからです．複数と言って

も麻酔科医が複数でなくとも麻酔科医以外の職種

が関わることでかえって他の職種の観点から一つ

の医療行為をみることができるというメリットも

あります．これは欧米諸国で既に取り入れられてい

る米国のAnesthesia　Care　team3），英国のAnaesthe－

sia　team4）と同じ考えです．病院内で医師が単独で

医療行為を行っているという現場は麻酔科医療以

外には存在しないと思います．この状況を改善す

ることは麻酔科医療の安全性をさらに高めること

ができると考えます．また我が国のすべての麻酔

に麻酔科医が責任を持つという状況を作り出すこ

とにもつなげていくことができると考えています．
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